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(1) 各種の橋梁の交通振動問題を分析するためには、橋梁を 2 次元はりモデルないしは 3 次元骨組モデルとし、車両
を 8 自由度系にモデ、ル化したシミュレーション解析が必要であることを示している o
(2) 本来、不規則性を有する路面の凹凸に大きく影響される交通振動問題をシミュレーション解析で行うことの妥当
性を、平行して行った非定常不規則振動解析法との比較によって検証している。







(6) 都市高架橋の桁連結化に着目して、現地振動実験と 3 次元骨組モデルを用いたシミュレーション解析結果の照合
により、橋梁の交通環境問題のひとつである周辺地盤振動の評価基準として動的反力が有効であることを示してい
る。
以上のように、本論文は、橋梁の交通振動問題に関連して、活荷重の衝撃係数、歩行者の振動感覚に関する使用性、
交通環境問題としての周辺地盤振動を評価する際の解析法を総合的に纏めたもので構造工学、橋梁工学の発展に寄与
するところが大である。よって本論文は博士論文として価値があるものと認める o
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